
初
期
西
田
に
お
け
る
先
天
的
知
識
の
問
題

ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」

　
本
稿
は
、
『
善
の
研
究
』
一
一
九
一
一
年
一
と
そ
れ
以
前
の
小
論
文
「
先

天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
一
一
八
九
七
年
一
と
い
う
西
田
の
二
つ
の
著
作

を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
先
天
的
知
識
に
関
す
る
問
題
意
識
お

よ
び
そ
の
取
り
扱
い
の
変
遷
に
っ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら

の
著
作
に
も
先
天
的
知
識
は
経
験
を
統
合
す
る
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
に
お
い
て
は
、
用
い
ら
れ
る
表
現
に
も
先
天

的
知
識
の
存
在
論
的
な
意
義
に
つ
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
二
っ
の
論
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
天
的
知
識
に
ど
の
よ
う

な
具
体
的
な
内
容
と
仕
組
が
あ
る
の
か
と
い
う
課
題
が
ど
れ
ほ
ど
未
解
決

の
ま
ま
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
よ
り
鮮
明
に
な
る
。

先
天
智
識
の
意
義

　
西
田
幾
太
郎
は
、
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
ー
先
天
智
識
の
意

　
一
－
一

義
」
と
い
う
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
一
の
小
論
文
で
、
プ
ラ
ト
ン
以

来
の
諸
説
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
自
身
の
考
え
を
述
べ
て

い
る
。
彼
は
、
プ
ラ
ト
ン
・
デ
カ
ル
ト
・
ロ
ッ
ク
ニ
フ
イ
プ
ニ
ツ
・
ヒ
ュ
ー

ム
・
カ
ン
ト
な
ど
の
学
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
中
か
ら
最
も
妥
当
と

思
わ
れ
る
の
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
ま
ず
、
「
先
天
的
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン

語
か
ら
く
る
「
｝
肩
一
〇
ユ
」
の
訳
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
哲
学
用
語
と

し
て
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
西
田
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　
・
：
．
．
＞
冒
o
ユ
．
．
な
る
語
も
、
決
し
て
之
を
時
問
上
の
義

　
　
　
に
解
す
可
か
ら
ず
。
先
天
と
ぽ
「
o
⑰
q
一
8
一
＞
o
ユ
o
ユ
の
意
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な
り
。
故
に
余
の
論
ぜ
ん
と
す
る
先
天
智
識
と
は
、
他
の

　
　
　
智
識
の
基
礎
と
な
る
智
識
な
り
。
即
ち
～
＆
g
①
昌
巨
＆

　
　
｛
o
昌
o
h
ζ
o
色
①
屠
①
の
謂
な
り
。
此
等
の
智
識
は
決
し

　
　
　
て
経
験
よ
り
導
き
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
経
験
は
却
て
之

　
　
　
を
肩
①
旨
暑
o
ω
①
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
深
く
経
験
の

　
　
　
○
っ
一
尾
ρ
畠
昌
目
な
る
o
っ
着
亭
邑
N
ぎ
σ
・
胃
芽
身
に
本
づ
い

　
　
　
て
凡
て
の
智
識
に
於
て
軍
ざ
o
宮
叫
8
ω
8
巳
な
る
者
な

　
　
　
一
呈
。

　
　
　
り

先
天
的
知
識
は
本
来
、
自
覚
さ
れ
る
命
題
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
根
本
的
な
認
識
能
力
で
あ
る
。
こ
の
能
力
は
す
べ
て
の
認
識
の
前
提

条
件
で
、
後
天
的
に
経
験
か
ら
抽
象
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
能
力

こ
そ
が
認
識
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
経
験
・
思
惟
な
ど
が
統

合
・
総
合
さ
れ
、
意
識
と
な
り
知
識
と
な
る
の
で
あ
る
。
西
田
は
こ
の
先

天
的
知
識
を
武
；
身
一
能
力
・
装
置
一
あ
る
い
は
肩
①
巳
名
o
ω
旨
冒
一
傾

向
・
素
質
一
と
い
う
語
で
表
す
。

　
　
　
：
・
先
天
智
識
と
は
、
心
の
？
①
巳
名
o
ω
巨
冒
に
本
く

　
　
　
句
昌
旨
目
8
邑
ぎ
o
色
＆
潟
の
謂
に
し
て
、
而
も
其
先
天

　
　
　
と
名
く
る
所
以
の
者
は
、
吾
人
の
之
を
知
覚
し
得
る
の
前

　
　
　
後
を
問
は
ず
、
経
験
に
に
先
つ
て
心
中
に
存
在
す
る

　
　
　
～
ε
身
に
本
く
以
て
な
り
。
故
に
所
謂
先
天
に
存
在
す

　
　
　
と
云
ふ
も
の
は
決
し
て
宛
g
身
■
目
邑
①
ぎ
o
色
＆
α
q
①
に
あ

　
　
　
ら
ず
。
唯
先
天
智
識
を
生
ず
べ
き
～
；
身
な
る
而
已
。

　
　
　
此
等
の
巨
冨
冨
敏
ε
身
と
雛
も
全
く
経
験
を
離
れ
て
働

　
　
　
く
者
に
あ
ら
ず
。
経
験
は
實
に
之
を
顯
露
す
る
に
鉄
く
可

　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
一
3
一

　
　
　
か
ら
さ
る
事
情
な
り
。

す
べ
て
の
知
覚
や
知
識
の
前
提
と
な
る
こ
の
「
智
識
の
基
礎
と
な
る
智
識
」

を
「
一
〇
σ
q
ざ
巴
篶
巨
ま
q
」
と
し
、
こ
れ
を
「
目
尊
實
邑
害
巨
＜
身
」
か
ら

区
別
し
た
上
で
、
西
田
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

　
　
　
岸
｛
ω
自
g
｝
目
箒
＆
厨
o
巳
q
老
巨
g
8
易
誌
房
巨
艘
①

　
　
　
昌
撃
①
君
邑
巨
身
o
h
昌
o
①
『
g
彗
巳
鍔
庄
①
昌
ニ
ニ
ω
印
〇
一
ω
－

　
　
　
℃
o
ω
巨
o
p
曽
岩
津
自
忌
一
～
り
『
g
o
『
目
～
巨
o
p
峯
巳
序
痔
訂
『
－

　
　
　
昌
巨
①
ω
o
目
『
目
巨
o
ω
け
o
①
－
o
芦
｝
■
o
ミ
巨
o
｝
〇
四
目
ω
窃
艘
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

　
　
　
ま
2
〔
昌
冨
9
庁
岸
＆
≡

人
問
に
先
天
的
に
備
わ
っ
て
い
る
巳
名
8
氏
昌
・
岩
津
巨
①
・

○
邑
o
；
き
昌
に
は
、
受
動
的
な
感
受
作
用
を
可
能
に
す
る
も
の
ば
か
り

で
な
く
、
材
料
一
罠
8
『
邑
一
と
な
る
も
の
を
探
し
求
め
て
そ
れ
に
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
と
い
う
傾
向
・
志
向
性
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
西
田
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
と
カ
ン
ト
の
考
え
方
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

取
り
入
れ
て
お
り
、
～
o
ユ
o
ユ
な
も
の
と
さ
れ
る
の
は
カ
ン
ト
が
指
摘
し

た
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
西
田
の
英
語
混
じ
り
の
表
現
で
は
、
こ
の
中

に
は
空
間
・
時
間
・
因
果
法
・
思
巨
σ
・
・
し
o
；
9
曽
烏
・
O
算
晶
o
ま
ω
・

均
一
法
ρ
署
O
｛
巨
竃
け
身
一
・
不
溶
間
位
法
・
論
理
の
法
則
・
数
学

の
公
理
・
物
理
学
の
基
本
命
題
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た

カ
ン
ト
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
、
先
天
的
で
あ
る
が
故
に
最
も
確
実
な
学
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
）

と
さ
れ
る
の
は
論
理
学
・
心
理
学
・
力
学
の
三
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
デ
カ
ル
ト
が
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
先
天
的
知
識
こ
そ
が
人
問
に

最
も
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
先
天
的
知
識
の
共

通
性
・
普
遍
性
が
強
調
さ
れ
る
。
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：
・
作
用
の
上
に
於
て
之
を
云
へ
ば
、
萄
も
智
識
を
有
す

　
　
　
る
者
皆
之
を
用
ふ
る
こ
と
、
大
人
も
小
兄
も
賢
人
も
愚
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

　
　
　
も
寸
毫
の
差
異
あ
る
こ
と
な
し
。

と
こ
ろ
が
、
先
天
的
知
識
が
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の

内
容
が
す
べ
て
の
人
間
に
平
等
に
自
覚
さ
れ
得
る
と
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、

「
野
蟹
人
小
見
な
ど
」
は
論
理
学
・
数
学
・
物
理
学
の
命
題
を
一
っ
も
語

れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
人
で
も
、
実
は
外
界
を
認

識
す
る
際
、
論
理
学
的
・
数
学
的
・
物
理
学
の
原
理
に
基
づ
い
て
認
識
す

る
の
で
あ
1
る
。

　
　
　
時
問
及
び
空
問
の
概
念
の
如
き
、
之
を
知
る
は
野
蟹
人
小

　
　
　
見
等
な
ど
は
能
く
す
る
所
に
あ
ら
ず
と
難
も
、
野
蟹
人
も

　
　
　
小
見
も
、
荷
も
外
界
及
び
内
界
の
智
識
を
得
た
る
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

　
　
　
已
に
此
の
二
者
の
結
合
に
由
て
成
れ
る
智
識
を
有
せ
り
。

　
　
　
因
果
法
の
如
き
も
、
之
を
知
る
は
智
識
襲
達
の
後
と
錐
も
、

　
　
　
吾
人
が
嘗
て
は
：
・
己
に
此
の
法
則
に
由
て
綜
合
せ
る
も

　
　
　
の
な
り
。
故
に
荷
も
物
質
界
の
現
象
を
理
會
す
る
も
の
は
、

　
　
　
必
ず
此
の
因
果
法
を
豫
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
苑
。

先
天
的
知
識
は
人
類
に
普
遍
的
に
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
覚

な
し
で
も
人
間
は
皆
そ
れ
に
基
づ
い
て
認
識
し
行
動
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
時
間
と
空
問
の
概
念
も
因
果
法
も
そ
の
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

先
天
的
知
識
は
意
識
的
に
知
ら
れ
る
命
題
集
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

自
覚
さ
れ
な
く
て
も
常
に
機
能
し
て
い
る
潜
在
的
な
認
識
能
力
な
の
で
あ

る
。

先
天
智
識
の
六
つ
の
特
徴

　
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
の
な
か
で
、
西
田
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
と
カ

ン
ト
に
頼
り
な
が
ら
、
先
天
的
知
識
の
性
質
を
六
つ
挙
げ
、
先
天
的
知
識

の
存
在
と
重
要
な
役
割
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
「
先
天
智
識
の
特
鮎
」

と
し
て
西
田
が
英
語
を
用
い
て
指
摘
す
る
特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
日

本
語
の
対
応
訳
は
筆
者
が
参
考
の
た
め
に
付
け
て
お
く
。
）

　
　
　
①
5
忌
潟
巨
竃
ξ
〔
感
覚
か
ら
独
立
す
る
こ
と
〕

　
　
　
②
ぎ
§
＆
竃
ξ
　
〔
感
覚
に
先
行
す
る
こ
と
〕

　
　
　
③
○
『
衝
冨
＝
q
　
　
〔
各
種
の
構
成
要
素
が
独
自
の
原
理
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
要
素
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
〕

　
　
　
④
－
目
巨
芽
實
窃
ω
　
〔
直
観
的
に
知
ら
れ
得
る
こ
〕

　
　
　
⑤
寿
鳥
ω
ω
身
　
　
〔
論
理
的
必
然
性
〕

　
　
　
⑥
ぎ
ま
号
邑
昌
　
〔
事
実
を
予
知
可
能
に
す
る
こ
と
〕

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
於
い
て
、
多
少
重
な
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
以
下
で
は
西
田
の
こ
の
区
分
に
沿
っ
て
先
天
的
知
識
の
特
徴
を
説

明
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
先
天
的
知
識
が
①
H
邑
8
9
忌
巨
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
先
天
的
知
識

そ
れ
自
体
は
感
受
作
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
天
的
知
識
は
そ
の
源
泉
を
経
験
か
ら
は
独
立
に

し
て
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
言
い

方
で
西
田
は
こ
う
言
っ
て
い
る
一
「
感
篭
よ
り
來
る
者
は
唯
智
識
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

の
み
に
し
て
、
先
天
智
識
と
は
、
之
を
綜
合
す
る
智
識
の
形
式
な
り
。
」
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そ
し
て
西
田
が
第
二
に
挙
げ
る
特
徴
は
、
第
一
に
挙
げ
た
「
独
立
性
」

と
い
う
特
徴
の
裏
面
の
よ
う
な
も
の
で
、
先
天
的
知
識
は
必
然
的
に
経
験

よ
り
②
＞
鼻
g
＆
①
昌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
、
感
覚
的
所
与
を
受
け
取
る
形
式
が
感
覚
に
先
行
し
て
或
る

程
度
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
個
々
の
感
覚
的
所
与
は
永
遠
に
関
連
さ
れ

な
い
、
統
合
さ
れ
な
い
、
意
味
の
な
い
ば
ら
ば
ら
の
も
の
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
、
経
験
も
意
識
も
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

西
田
の
こ
と
ば
で
は
、
「
感
豊
の
關
係
と
は
、
先
天
智
識
の
綜
合
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
一

始
め
て
成
立
す
る
者
な
り
。
」

　
西
田
が
次
に
指
摘
す
る
先
天
的
知
識
の
性
質
は
、
③
○
息
一
冨
一
身
で

あ
る
。
先
天
的
知
識
は
複
数
の
構
成
要
素
か
ら
で
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
は
独
自
の
原
理
を
含
ん
で
い
る
。
故
に
、
一
つ
の
要
素
を
他
の
要

素
に
還
元
す
み
こ
と
は
で
き
な
い
。
空
間
が
時
間
に
還
元
さ
れ
得
な
け
れ

ば
、
数
学
の
原
理
も
論
理
学
の
原
理
に
還
元
さ
れ
得
な
い
、
と
。
こ
の

○
ユ
σ
・
旨
巴
身
と
い
う
性
質
を
表
す
の
に
、
西
田
は
次
の
よ
う
な
表
現
を
使

う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
一

　
　
　
：
・
各
自
互
に
樽
導
す
る
能
は
ず
、
各
根
源
的
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
皿
〕

　
　
　
：
・
互
に
相
燭
立
せ
る
者
な
る
：
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
竈
一

　
　
　
：
・
他
の
情
況
よ
り
導
く
こ
と
も
能
は
さ
る
な
り
。

先
天
的
知
識
に
は
複
数
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
独
立
し
た
形
で
存
在
し
な
が

ら
、
絡
み
合
っ
て
働
く
の
で
あ
る
。
西
田
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
こ
と

は
、
先
天
的
知
識
の
豊
富
さ
と
多
様
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
④
H
目
巨
享
昌
窃
ω
と
い
う
の
は
、
先
天
的
知
識
が
直
観
的
に
知
ら
れ
得

る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
西
田
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

：
・
先
天
智
識
は
各
自
特
有
な
る
基
本
公
理
を
有
せ
り
。

此
等
の
公
理
を
指
示
す
べ
か
ら
ず
、
誰
人
も
直
豊
的
に
之

を
知
る
の
外
な
き
な
り
。
之
に
向
っ
て
「
何
を
以
て
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
－
一

る
問
を
襲
す
る
能
は
ず
、
又
之
を
疑
ふ
能
は
さ
る
な
り
。

　
　
　
：
・
其
の
明
瞭
な
る
性
質
上
、
他
よ
り
之
を
讃
明
す
る
能

　
　
　
は
ず
、
其
の
誰
明
は
已
に
自
身
に
之
を
有
し
、
人
々
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

　
　
　
白
得
す
る
の
外
な
し
：
・

こ
こ
に
デ
カ
ル
ト
の
面
影
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
先
天
的
知

識
の
内
容
を
表
す
命
題
は
ま
胃
曽
o
巳
ω
旨
g
巳
g
ω
に
基
づ
い
て
い
る
、

と
い
う
立
場
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
西
田

は
パ
ッ
フ
ィ
ー
ル
と
い
う
人
か
ら
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

　
　
　
H
巨
2
胃
①
筥
8
o
ω
旨
o
易
ω
o
巳
8
『
艘
津
艘
2
g
目

　
　
　
目
9
艘
實
冨
肩
o
く
＆
昌
「
等
け
曽
訂
巨
σ
＜
竃
｝
肩
o
o
o
竿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
一

　
　
　
饒
o
目
ω
昌
o
篶
o
τ
｝
『
け
ブ
印
目
艘
①
昌
ω
9
く
Φ
ω
－

具
体
的
に
こ
こ
で
考
え
ら
れ
の
は
、
カ
ン
ト
が
示
し
た
よ
う
な
論
理
学
・

数
学
・
物
理
学
に
属
す
る
基
本
的
な
総
合
的
（
分
析
的
で
な
い
）
命
題
で

あ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
吾
人
は
⑦
十
〒
㎝
十
㌣
ト
十
ω
ム
と
云
ひ
得
る
は
、
決
し
て

　
　
　
均
同
的
命
題
と
し
て
説
明
す
る
能
は
ず
。
カ
ン
ト
の
云
へ

　
　
　
る
如
く
、
明
に
中
流
命
題
な
り
。
又
直
線
は
二
鮎
問
の
最

　
　
　
も
距
離
の
短
き
線
な
り
と
云
ふ
も
、
一
つ
の
組
成
命
題
な

　
　
　
り
。
故
に
余
は
敷
學
に
も
固
有
の
必
須
あ
り
と
思
ふ
。
又

　
　
　
因
果
法
に
於
て
も
、
凡
て
愛
化
は
原
因
を
有
す
。
力
は
不
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滅
な
り
等
と
云
ふ
は
、
皆
綜
合
に
麗
す
る
必
須
の
命
題
な

　
　
　
一
1
7
一
。

　
　
　
り

こ
の
類
の
「
明
白
」
な
総
合
的
先
天
的
命
題
を
も
し
人
が
否
定
し
よ
う
と

し
た
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
命
題
の
直
観
性
を
否
定
す
る
証
拠

と
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
命
題
や
事
柄
を
「
解

せ
ざ
る
㍉
、
か
ら
で
あ
る
、
と
西
田
が
い
う
。

　
先
天
的
知
識
の
直
観
性
に
つ
い
て
の
西
田
の
立
場
に
は
、
問
題
が
な
い

と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。
先
天
的
知
識
の
直
観
性
を
強
調
す
る
と
き
は

西
田
は
数
学
は
物
理
学
の
「
命
題
」
を
持
ち
出
し
、
そ
の
よ
う
な
命
題
の

真
な
る
こ
と
が
「
明
白
」
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

先
天
的
知
識
は
基
本
的
に
は
自
覚
な
し
に
機
能
す
る
「
能
力
」
で
あ
る
。

西
田
の
立
場
を
擁
護
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
天
的
知
識
は
本
来
無
意
識
的

な
能
力
で
あ
る
が
、
そ
の
作
用
の
本
と
な
る
原
理
を
命
題
と
い
う
形
で
明

確
に
直
観
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
直
観
性
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
特
に
十
八
世
紀
以
来
、

数
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
非
古
典
的
論
理
学
・
非
ユ
ー
ク

リ
ッ
ド
幾
何
学
・
非
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
が
発
展
し
て
き
た
現
在
に
な
っ

て
み
れ
ば
、
論
理
学
の
排
中
原
理
、
空
間
の
幾
何
学
的
性
質
、
因
果
法
の

妥
当
性
、
物
質
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
の
不
変
性
に
対
し
て
、
直
観
に
よ
っ

て
真
で
あ
る
基
本
的
命
題
を
そ
の
他
か
ら
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
学
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
カ
ン
ト
が
確
固
た

る
先
天
的
知
識
と
し
て
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
古
典
的
論
理
学
・
ユ
ー
ク

リ
ッ
ド
幾
何
学
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
の
基
本
原
理
に
は
時
代
の
制
約
が

み
ら
れ
、
西
田
も
な
お
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
1
先
天
智
識
の

意
義
L
と
い
う
一
八
九
七
年
の
論
文
に
こ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
た
と

え
直
観
で
知
ら
れ
得
る
真
実
が
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
西
田
が
「
明

白
」
で
「
直
観
」
で
き
る
と
断
言
し
た
原
理
の
中
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

　
先
天
的
知
識
が
⑤
茅
o
8
ω
身
を
も
つ
と
い
う
主
張
に
も
疑
問
が
あ
る
。

西
田
が
い
う
寿
8
ω
ω
身
は
、
つ
ま
り
「
論
理
的
必
須
」
で
あ
り
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
一

は
「
智
識
の
形
式
と
智
識
の
材
料
と
を
唾
別
す
べ
き
標
準
な
り
。
」
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

「
先
天
智
識
の
必
須
は
、
・
：
之
を
拒
め
ば
、
直
に
矛
眉
に
陥
る
な
り
。
」

と
こ
ろ
が
、
西
田
が
挙
げ
る
「
力
は
不
滅
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
例
を

み
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
論
理
的
な
必
然
性
を
有
す
る
と
は
言
い
難
い

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
「
力
は
不
滅
で
は
な
い
」
と
か
「
力
は
時

間
の
経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
る
」
と
反
対
に
想
定
し
て
も
、
論
理
的

な
矛
盾
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
凡
て
愛
化
は
原
因
を
有
す
」
と
い

う
命
題
も
、
そ
の
否
定
文
が
論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
証

明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
先
天
的
知
識
の
直
観
性
お
よ
び
必
然
性
に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
は
も
う
少

し
込
み
入
っ
た
理
解
を
も
っ
て
お
り
、
西
田
は
こ
れ
に
準
じ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
る
と
、
時
問
と
空
間
に
関
係
す
る
数
学
的
原

則
の
み
が
直
観
的
一
巨
自
巨
く
一
確
実
性
を
も
ち
、
力
学
的
原
則
は
論
証

的
（
巳
ω
巨
邑
く
）
確
実
性
し
か
も
た
な
、
㎞
、
。
し
た
が
っ
て
、
力
学
的
原

則
に
権
限
を
与
え
る
た
め
に
、
カ
ン
ト
は
ま
ず
純
粋
悟
性
概
念

一
5
8
σ
・
o
『
庁
一
の
演
緯
（
忌
旨
ξ
冒
）
と
い
う
複
雑
な
論
法
を
展
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
実
体
の
常
住
不
変
性
な
ど
の
経
験
の
類
推

が
承
認
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
を
否
定
す
れ
ば
矛
盾
が
生
じ
る
か
ら
で
は
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な
く
て
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
は
知
覚
に
お
け
る
統
一
の
必
要
条
件
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
一
〃
一

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
西
田
が
先
天
的
知
識
の
最
後
の
特
性
と
し
て
挙
げ
る
の
は
⑥

＞
昌
o
号
き
旨
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
説
明
が
さ
れ
る
。

　
　
　
先
天
智
識
は
凡
て
必
須
な
り
。
故
に
之
よ
り
導
き
た
る
智

　
　
　
識
は
、
経
験
に
由
ら
ず
し
て
、
議
論
し
得
る
な
り
。
未
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
一

　
　
　
生
ぜ
ざ
る
事
實
も
確
實
に
豫
知
し
得
る
。

西
田
が
こ
の
こ
と
の
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
次
の
二
っ
で
あ
る
。
1
）
惑

星
を
観
察
で
も
っ
て
発
見
す
る
以
前
に
、
計
算
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
の
必

要
性
を
示
し
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
2
一
「
二
直
線

は
決
し
て
一
空
間
を
包
容
す
る
能
は
ず
」
こ
と
。
実
際
、
こ
の
二
つ
の
例

は
性
質
の
違
う
問
題
で
、
二
番
目
の
幾
何
学
的
な
事
実
は
経
験
に
よ
ら
ず

に
知
り
得
る
と
し
て
も
、
一
番
目
の
天
文
学
上
の
事
実
に
至
る
推
論
の
中

に
は
経
験
的
な
命
題
一
今
ま
で
の
観
察
デ
ー
タ
な
ど
一
も
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
西
田
が
い
い
た
い
こ
と
は
恐
ら
く
、
推
論
の
な

か
の
前
提
が
完
全
に
純
粋
で
あ
る
場
合
で
も
或
い
は
経
験
的
な
事
実
と
混

合
し
て
い
る
場
合
で
も
、
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
先
天
的
な
論
理
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
経
験
の
形
式
或
い
は
そ
の
内
容
を
前
以
て
知
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
田
は
＞
昌
o
甘
註
冒

を
先
天
的
知
識
の
第
六
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
H
巨
8
①
邑
昌
烏
と
＞
旦
g
＆
竃
8
と
深
く
か
か
わ
り
、
ま

た
経
験
に
よ
ら
ず
論
理
で
も
っ
て
示
さ
れ
得
る
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い

て
茅
8
ω
ω
身
と
も
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先

天
的
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
経
験
に
先
立
っ
て
様
々

な
事
実
を
予
知
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

経
験
論
に
対
す
る
批
判

　
上
述
の
論
述
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
経
験
論
だ
け
で
は
人
間
の
認

識
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
西
田
は
カ
ン
ト
か
ら
有
名
な
文

章
を
引
用
し
て
白
分
の
立
場
を
表
す
。

　
　
　
考
昌
■
き
害
σ
q
－
9
9
巴
－
①
仁
目
ω
①
篶
同
鼻
8
旦
己
ω
昌
岸
忌
『

　
　
　
向
ユ
註
；
目
σ
q
竃
思
g
一
ω
o
8
け
名
ユ
■
①
q
け
9
①
3
；
目
ら
o
g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
胴
』

　
　
　
己
o
巨
①
一
U
8
巴
5
竃
ω
箒
『
向
ユ
曽
昌
目
α
q
ー

ま
た
、
カ
ン
ト
よ
り
も
い
ち
早
く
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
ラ
イ
プ
ニ
ツ

か
ら
、
西
田
は
次
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
　
↓
ま
ω
竃
ω
①
ω
一
巴
艘
o
目
α
q
巨
尾
o
①
ω
ω
彗
＜
｛
o
『
巴
－
o
昌
鷺
g
｝
－

　
　
　
8
①
q
己
ぎ
冨
一
胃
①
昌
戸
ぎ
老
①
く
ε
8
目
o
g
g
け
け
o
邑
o
『
o

　
　
　
易
巴
；
巨
↓
8
①
q
目
巨
昌
二
目
く
o
～
p
｛
o
『
艘
⑰
ω
雪
ω
窃
烏
く
害

　
　
　
σ
・
～
①
冨
昌
鳥
庄
昌
震
實
旦
①
圧
｝
ニ
ニ
o
ω
睾
寝
｝
昌
－

　
　
　
一
胃
o
『
甘
巳
く
巨
仁
巴
ヨ
巨
げ
．
尾
o
峯
巴
；
忌
黛
印
冒
旦
①
μ
ぎ
峯

　
　
　
昌
昌
實
o
易
ω
o
撃
胃
艘
2
目
ξ
σ
p
碧
①
巨
旨
艘
9
g
甘
け
o

　
　
　
8
8
；
旨
圧
①
冒
マ
胃
竃
一
烏
o
窃
ω
身
o
｛
け
巨
ω
ω
o
目
①

　
　
　
マ
巨
片
｛
o
『
岸
α
o
8
b
g
｛
o
－
－
o
老
艘
黒
ξ
サ
娑
庁
易
庁
饅
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
一

　
　
　
〇
竃
＆
三
旨
巨
ε
o
竃
巴
ミ
ξ
ω
，
－
忍
昌
竃
烏
「
．

ラ
イ
プ
ニ
ツ
と
カ
ン
ト
に
継
い
で
、
西
田
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
。

　
　
　
：
・
経
験
學
派
の
人
は
、
此
の
必
須
な
る
特
質
を
思
想
の

　
　
　
聯
想
よ
り
の
習
慣
と
し
て
説
明
せ
ん
と
せ
り
。
即
ち
常
に
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新
見
す
る
事
實
は
、
聯
想
の
法
則
に
以
て
結
合
し
、
遂
に

　
　
　
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
一
の
習
慣
と
な
り
、
必
須
の
如
き
感

　
　
　
情
を
生
ず
と
云
ふ
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
余
の
所
謂
必
須
と

　
　
　
は
、
習
慣
の
必
須
に
あ
ら
ず
。
論
理
的
必
須
の
謂
な
り
。

　
　
　
論
理
的
必
須
と
習
慣
の
必
須
と
は
、
度
に
差
あ
ら
ず
し
て
、

　
　
　
種
類
の
差
な
り
と
思
ふ
。
　
：
・
先
天
智
識
の
必
須
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
一

　
　
　
：
・
之
を
拒
め
は
、
直
に
矛
盾
に
陥
る
な
り
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
普
遍
命
題
で
表
さ
れ
る
よ
う
な
知
識

で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
論
理
学
と
数
学
の
命
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

ヒ
ュ
ー
ム
以
来
、
哲
学
者
の
問
で
議
論
の
的
と
な
り
や
す
い
点
の
一
つ
は

因
果
関
係
を
表
す
命
題
の
根
拠
と
妥
当
性
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
関

係
を
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
習
慣
と
し
て
説
明
し
、
因
果
関
係
の
必
然
性
を

否
定
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
経
験
論
に
対
し
て
、
西
田
は
カ
ン
ト
に
従
っ
て

因
果
法
の
妥
当
性
を
認
識
の
先
天
的
形
式
に
根
拠
づ
け
た
。
ま
た
、
上
述

し
た
よ
う
に
、
西
田
は
カ
ン
ト
と
ず
れ
る
形
で
、
因
果
法
な
ど
を
矛
盾
律

に
奉
づ
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
西
田
は
も
う
一
方
の
角
度
か
ら
因
果
法
の
妥
当
性
を
根
拠

付
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
議
論
の
方
が
よ
り
納
得
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
西
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
連
想
と
習
慣
に
よ
る
説
明
は
、
す

で
に
因
果
法
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
：
・
因
果
の
必
須
を
一
の
習
慣
と
な
し
、
説
明
せ
ん
と
云

　
　
　
ふ
は
、
：
・
既
に
已
に
因
果
の
必
須
を
假
定
す
る
に
あ
ら

　
　
　
ず
や
。
何
と
な
れ
ば
、
習
慣
と
云
ふ
は
、
已
に
一
の
因
果

　
　
　
な
り
。
定
ま
り
た
る
結
合
な
る
一
原
因
は
、
必
ず
習
慣
な

　
　
　
る
一
結
果
を
生
ず
。
：
・
是
に
以
て
之
を
観
れ
ば
、
習

　
　
　
慣
よ
り
因
果
の
必
須
を
説
明
せ
ん
と
す
る
は
、
O
ぎ
己
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

　
　
　
｝
忌
饒
巳
①
巨
o
た
る
な
き
を
得
ん
や
。

あ
る
経
験
や
連
想
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
習
慣
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
よ

う
な
説
明
の
仕
方
の
中
に
は
、
原
因
が
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
因
果

関
係
が
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
験
と
習

慣
の
因
果
関
係
を
も
っ
て
、
因
果
法
を
説
明
す
る
こ
と
は
循
環
論
証
で
あ

る
、
と
い
う
西
田
が
い
う
。

『
善
の
研
究
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
西
田
研
究
の
文
献
を
み
る
と
、
西
田
の
一
八
九
七
年
の
「
先
天
智
識
の

有
無
を
論
ず
」
と
い
う
論
文
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鵬
一

そ
の
例
外
は
、
こ
れ
を
「
重
要
な
文
献
」
と
し
て
挙
げ
る
上
村
武
男
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
凹
一

る
。
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
の
未
熟
さ
を
認
め
な
が
ら
も
、
上
村

氏
は
こ
の
小
論
文
が
重
要
で
あ
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　
六
種
に
分
け
て
次
に
西
田
が
提
示
す
る
〈
先
天
智
識
〉
の

　
　
　
特
質
点
は
、
彼
の
処
女
作
実
在
論
が
い
う
と
こ
ろ
の
実
在

　
　
　
の
世
界
の
な
か
に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
み
る
べ
き
で

　
　
　
あ
る
。
・
：
と
も
あ
れ
ば
、
以
下
の
諸
点
を
西
田
の
処
女

　
　
　
作
実
在
論
の
内
部
に
で
き
る
だ
け
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
っ
そ
う
彼
の
い
う
実
在
界
の
何
た
る

　
　
　
か
を
、
論
理
性
を
く
る
ん
だ
総
体
と
し
て
把
握
し
う
る
で

　
　
　
　
一
3
0
一

　
　
　
あ
ろ
う
。
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後
述
す
る
よ
う
に
、
『
善
の
研
究
』
に
は
「
先
天
智
識
」
と
い
う
表
現
は

直
接
に
は
で
て
こ
な
い
。
し
か
し
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
で
論
じ

ら
れ
た
よ
う
な
特
質
が
『
善
の
研
究
』
で
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
く
、
実
は
別
の
形
で
同
じ
問
題
が
存
続
す
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
西
田
が
経
験
論
を
批
判
す
る
箇
所
で
、

次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　
経
験
学
派
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
由
る
と
、
我
々
の
意
識

　
　
　
は
凡
て
外
物
の
作
用
に
由
り
て
発
達
す
る
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
い
う
。
し
か
し
い
か
に
外
物
が
働
く
に
し
て
も
、
内
に
こ

　
　
　
れ
に
応
ず
る
先
在
的
性
質
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
意
識
現
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
一
。

　
　
　
を
生
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
レ

こ
こ
で
「
先
在
的
性
質
」
と
い
う
表
現
を
「
先
天
智
識
」
と
い
う
表
現
で

置
き
換
え
さ
え
す
れ
ば
、
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
と
『
善
の
研
究
』

と
の
間
に
目
立
っ
た
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
簡
単
に
い
っ
て
し
ま
え

ば
、
上
村
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
で

西
田
が
挙
げ
た
先
天
的
知
識
の
内
容
は
『
善
の
研
究
』
で
は
実
在
の
性
質

と
し
て
純
粋
経
験
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
点
を
検

討
し
た
上
で
、
最
後
に
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
と
『
善
の
研
究
』

の
相
違
と
関
連
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
先
天
的
知
識

知
識
論
か
ら
翼
在
論
へ
の
移
行

　
先
天
的
知
識
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い

　
西
田
は
明
治
四
四
年
一
一
九
一
一
年
一
の
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醐
一

「
す
べ
て
の
精
神
現
象
が
こ
の
形
に
お
い
て
現
れ
」
「
ま
た
「
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
一
響
一

精
神
現
象
の
原
因
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
純
粋
経
験
」
を
論
拠
に
し
て
認

識
の
形
態
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
物
が
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
、
存
在
の
根
本
的
形
式
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
の
究
極

的
な
救
済
を
案
ず
る
こ
と
に
あ
る
が
、
私
が
こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、

西
田
が
経
験
や
人
間
の
認
識
作
用
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
経
験
や
認
識

の
先
天
的
構
造
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
が
、
ま
ず
記
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
『
善
の
研
究
』
の
中
で

は
「
先
天
的
知
識
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
九
七
年
の
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」

の
考
察
を
つ
ぐ
形
で
実
は
そ
の
内
容
が
別
の
言
葉
で
語
ら
れ
な
が
ら
『
善

の
研
究
』
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
別
の
言
葉
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
純
粋
経
験
に
お
け
る
「
構
成
的
要
素
」
「
先
在
的
性
質
」
「
内
面
的

性
質
」
「
観
念
成
立
の
先
在
的
法
則
」
「
理
」
な
ど
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ

の
点
を
検
討
す
る
。
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因
果
率
・
時
間
・
空
聞
は
経
験
の
形
式

　
最
初
に
、
『
善
の
研
究
』
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
よ
う
な
経
験
論
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。
一
見
ヒ
ュ
ー
ム
を
肯
定
す
る
か
の
よ
う
に
み

え
る
箇
所
で
も
、
注
意
し
て
読
め
ば
西
田
が
ヒ
ュ
ー
ム
的
な
経
験
論
に
賛

成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
次
の
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　
因
果
律
の
正
当
な
る
意
義
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
い
っ
た
よ
う

　
　
　
に
、
或
現
象
の
起
こ
る
に
は
必
ず
こ
れ
に
先
だ
つ
一
定
の

　
　
　
現
象
が
あ
る
と
い
う
ま
で
で
あ
っ
て
、
現
象
以
上
の
物
の

　
　
　
存
在
を
要
求
す
る
の
で
は
な
、
㎞
、
。

こ
の
箇
所
で
は
因
果
関
係
が
連
想
の
習
慣
か
ら
形
成
さ
れ
る
と
も
受
け
取

れ
る
が
、
よ
く
読
む
と
、
主
張
の
重
点
は
「
現
象
以
上
の
物
の
存
在
を
要

求
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
こ
で
西
田
は
因
果
関

係
が
外
的
に
実
在
す
る
と
い
う
考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
ま
で
で
あ
る
。

「
或
現
象
の
起
こ
る
に
は
必
ず
こ
れ
に
先
だ
つ
一
定
の
現
象
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
西
田
は
尚
、
先
述
の
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」

に
み
ら
れ
た
カ
ン
ト
的
な
見
解
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
善
の
研

究
』
を
通
し
て
読
む
と
、
因
果
と
は
意
識
現
象
の
不
変
的
連
続
で
あ
る
と

　
　
　
　
転
一
、

い
わ
れ
る
が
　
西
田
の
い
う
「
不
変
的
連
続
」
と
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
唱
え
た

「
強
化
さ
れ
た
習
慣
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
さ
ら
に
『
善
の
研
究
』

に
お
け
る
時
問
・
空
問
の
扱
い
を
み
れ
ば
、
事
情
が
も
っ
と
明
ら
か
で
あ

る
。
西
田
は
時
間
・
空
間
に
関
し
て
も
「
先
天
的
知
識
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
な
い
が
、
時
間
と
空
間
が
経
験
内
容
を
統
一
す
る
「
形
式
」
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
那
一

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
西
田
の
純

粋
経
験
論
に
は
い
わ
ば
合
理
主
義
的
な
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

　
経
験
は
時
間
・
空
間
・
個
人
以
上
の
も
の

　
し
か
し
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
西
田
は
時
間
と
空
問
と
い
う
経
験

の
先
天
的
形
式
に
深
い
注
意
を
払
わ
な
い
。
こ
れ
が
何
故
か
と
い
え
ば
、

『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
西
田
は
経
験
の
よ
り
深
層
の
と
こ
ろ
を
明
か
そ

う
と
試
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
有
名
な
箇
所
で
西
田
は
次
の
よ
う
に
い

う
。　

　
　
経
験
は
時
問
、
空
間
、
個
人
を
知
る
が
故
に
時
問
、
空
間
、

　
　
　
個
人
以
上
で
あ
る
、
個
人
あ
っ
て
経
験
あ
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
経
験
あ
っ
て
個
人
あ
る
の
で
あ
る
。
個
人
的
経
験
と
は
経

　
　
　
験
の
中
に
お
い
て
限
ら
れ
し
経
験
の
特
殊
な
る
一
小
範
囲

　
　
　
に
す
ぎ
な
、
㎞
、
。

西
田
に
よ
れ
ば
、
「
：
・
経
験
は
時
問
、
空
間
、
個
人
等
の
形
式
に
拘
東
せ

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
差
別
は
か
え
っ
て
こ
れ
ら
を
超
越
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

直
覚
に
由
り
て
成
一
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
だ
か
ら
、
『
善
の
研
究
』
に
お

い
て
西
田
は
、
い
わ
ば
時
間
・
空
間
及
び
因
果
律
の
問
題
を
通
り
越
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醐
一

経
験
の
「
幽
玄
な
る
自
然
の
真
意
義
を
捕
捉
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
。

　
真
実
在
の
成
立
す
る
方
式
が
中
心
課
題

　
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
先
天
的
知
識
の
有
無
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
形
而
上
の
根
拠
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
西
田
は
「
主
客

を
没
し
た
る
知
情
意
合
一
の
意
識
状
態
」
を
「
真
実
在
」
と
し
た
上
で
、
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我
々
の
「
差
別
的
知
識
」
を
実
在
の
「
反
省
」
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
実
在
の
反
省
に
過
ぎ
な
い
差
別
的
知
識
の
形
式
に
つ
い
て
考
え

る
代
わ
り
に
、
西
田
は
「
真
実
在
の
成
立
す
る
方
式
」
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
の
は
、
実
在
が
「
分
化
発
展
」
す

　
　
　
　
　
　
　
　
一
柵
一

る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
『
善
の
研
究
』
の
こ
の
議
論
に
は
へ
ー
ゲ
ル
的

な
転
換
が
な
さ
れ
、
精
神
が
分
化
発
展
し
て
い
く
過
程
が
「
自
然
」
「
世
界
」

「
歴
史
」
「
宇
宙
」
「
神
」
な
ど
の
形
で
捉
え
ら
れ
、
問
題
は
知
識
論
の
問

題
か
ら
実
在
論
の
問
題
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
自
然
の
現
象
よ
り
人
類
の
歴
史
的
発
展
に
至
る
ま
で
一
々

　
　
　
大
な
る
思
想
、
大
な
る
意
思
の
形
を
な
さ
ぬ
も
の
は
な
い
、

　
　
　
宇
宙
は
神
の
人
格
的
発
現
と
い
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ

　
　
　
孕

　
　
　
た
だ
世
界
的
表
現
は
神
の
本
質
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

　
　
　
て
決
し
て
そ
の
偶
然
的
作
用
で
は
な
い
、
神
は
か
つ
て
一

　
　
　
度
世
界
を
を
創
造
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
永
久
の
創
造

　
　
　
者
で
あ
る
一
へ
ー
ゲ
ル
一
。
よ
う
す
る
に
神
と
世
界
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

　
　
　
関
係
は
意
識
統
一
と
そ
の
内
容
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
田
は
実
在
の
根
本
原
理
を
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
理
は
個
人
や
時
間
と
空
間
を
も
超
越
す
る
も
の
で
、

西
田
の
議
論
は
カ
ン
ト
的
な
先
験
的
感
性
や
先
験
的
分
析
論
を
大
き
く
逸

脱
す
る
「
宇
宙
の
根
底
に
お
け
る
一
大
知
的
直
観
」
一
1
－
神
1
、
へ
と
通
ず

　
　
　
　
　
　
一
仙
一

る
「
心
霊
的
経
験
」
論
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
実
在
は
精
神
的
で
あ
っ
て
我
々
の
精
神
は
そ
の
一
小
部
分
に
す
ぎ
な

い
L
と
す
る
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
西
田
の
関
心
は
因
果
率
や
時

問
と
空
間
と
い
っ
た
よ
う
な
個
人
的
経
験
の
先
天
的
形
式
よ
り
も
、
「
我
々

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
5
一

カ
自
己
の
小
意
識
を
破
っ
て
一
大
精
神
を
感
得
す
る
」
こ
と
の
ほ
う
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
、

純
粋
経
験
の
内
部
構
造

　
統
一
状
態
と
し
て
の
純
粋
経
験

　
西
田
の
思
想
は
純
粋
経
験
か
ら
出
発
す
る
。
純
粋
経
験
に
お
い
て
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

「
事
実
其
侭
に
知
る
」
、
「
事
実
に
従
う
て
知
る
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

「
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
西
田
が
示
そ
う
と
し
て
い

る
の
は
「
王
客
を
没
し
た
る
知
情
意
合
一
の
意
識
状
態
㍉
、
で
あ
り
、
「
思

　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
一

慮
分
別
を
加
え
な
い
」
　
「
何
ら
の
意
味
も
な
い
」
　
「
経
験
其
侭
の
状
態
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
0
一

で
、
「
直
接
経
験
と
同
一
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
田
は
純
粋
経
験
を
統
一
の
状
態
と
い
う
。
こ
の
「
未
だ

主
も
な
く
客
も
な
い
」
統
一
状
態
に
お
い
て
、
知
識
と
そ
の
対
象
と
が
合

一
ぽ
、
、
そ
の
内
容
が
「
い
か
に
複
雑
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
瞬
間
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
睨
一

は
、
い
つ
も
単
純
な
る
一
事
実
で
あ
る
。
」
ま
た
、
「
純
粋
経
験
と
は
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
一

の
要
求
と
実
現
と
の
問
に
少
し
の
間
隙
も
な
く
」
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
「
い
か
な
る
意
識
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
厳
密
な
る
統
一
の
状
態
に

あ
る
間
は
、
い
つ
で
も
純
粋
経
験
で
あ
る
」
。
純
粋
経
験
の
例
と
し
て
西

田
は
、
「
た
と
え
ば
一
生
懸
命
に
断
岸
を
撃
ず
る
場
合
の
如
き
、
音
楽
が

熟
練
し
た
曲
を
奏
す
る
時
の
如
き
、
全
く
知
覚
の
連
続
潟
篶
召
巨
巴

　
　
一
別
）

け
邑
目
」
と
い
う
例
な
ど
を
挙
げ
る
。
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不
統
一
状
態
と
し
て
の
恩
惟

　
純
粋
経
験
の
統
一
状
態
に
対
し
て
、
思
惟
は
統
一
が
破
れ
た
不
統
一
の

状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
過
去
の
意
識
が
働
き
、
経
験
の

　
　
　
　
　
　
　
一
肪
一

状
態
が
分
析
さ
れ
る
。
「
体
系
」
の
中
で
、
現
在
の
経
験
の
位
置
付
け
や

先
の
行
動
を
意
識
的
に
あ
れ
こ
れ
考
え
る
の
は
「
不
統
一
の
状
態
」
で
あ

る
。
し
か
し
、
判
断
が
訓
練
さ
れ
、
行
動
が
無
意
識
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
時
は
、
思
惟
は
純
粋
経
験
と
な
る
。
従
っ
て
、
思
惟
は
純
粋
経
験

の
「
未
完
の
状
態
」
で
、
純
粋
経
験
に
達
す
る
前
の
過
程
で
あ
る
と
い
わ

れ
廓
、
。

　
こ
の
よ
う
に
統
一
が
純
粋
経
験
の
特
徴
と
し
て
強
調
さ
れ
る
が
、
『
善

の
研
究
』
を
続
け
て
読
む
と
、
統
一
と
不
統
一
と
の
問
に
は
「
程
度
の
差
」

が
あ
る
だ
け
だ
と
主
張
さ
れ
、
「
全
然
統
一
せ
る
意
識
も
な
け
れ
ば
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
〕

然
不
統
一
な
る
意
識
も
な
か
ろ
う
。
」
い
か
な
る
意
識
も
「
含
蓄
的
に
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
開
一

と
関
係
を
も
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
現
在
は
い
つ
で
も
大
な
る
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醐
一

の
一
部
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
」
こ
の
意
味
で
純
粋
経
験
の
単
純
性
が

強
調
さ
れ
る
傍
ら
、
西
田
は
、
知
覚
が
「
必
ず
し
も
単
一
で
は
な
く
、
構

　
　
　
　
　
　
一
6
0
一

成
的
作
用
で
あ
る
」
こ
と
を
も
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
知
覚
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝
一

一
つ
の
体
系
的
作
用
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
純
粋
経
験
は

　
　
　
　
　
　
　
一
㏄
一

直
に
思
惟
で
あ
る
」
と
。

純
粋
経
験
の
構
成
的
要
索

　
純
粋
経
験
及
び
思
惟
の
統
一
性
・
不
統
一
性
に
関
す
る
記
述
に
お
い

て
、
『
善
の
研
究
』
の
整
合
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
『
善
の

研
究
』
の
冒
頭
の
方
で
純
粋
経
験
が
思
惟
や
意
味
を
含
ま
な
い
統
一
状
態

で
あ
る
と
い
わ
れ
た
後
に
、
純
粋
経
験
は
不
統
一
状
態
で
あ
る
思
惟
と
同

等
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
矛
眉
を
矛
眉
と
し

て
、
『
善
の
研
究
』
を
総
合
的
に
解
釈
し
て
み
る
と
、
後
の
記
述
の
方
が

西
田
の
本
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
善
の
研
究
』
の
冒
頭
の
部
分
で
い

わ
れ
た
こ
と
を
半
ば
取
り
消
す
よ
う
な
形
で
、
西
田
は
次
の
よ
う
な
こ
と

を
い
う
。

　
　
　
普
通
の
知
覚
で
あ
っ
て
も
、
：
・
決
し
て
単
純
で
は
な
い
、

　
　
　
必
ず
構
成
的
で
あ
る
、
理
想
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
余

　
　
　
が
現
在
に
見
て
い
る
物
は
現
在
の
侭
を
見
て
い
る
の
で
は

　
　
　
な
い
、
過
去
の
経
験
の
力
に
由
り
て
説
明
的
に
み
て
い
る

　
　
　
　
　
　
一
6
3
一

　
　
　
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
経
験
の
「
構
成
的
」
「
理
想
的
」
、
つ
ま
り
体
系
的
な
構
造
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
瞬
間
的
知
覚
も
「
複
雑
な
る
経
験
の
結
合
構

　
一
6
4
一

成
」
で
あ
り
、
純
粋
経
験
を
純
粋
感
覚
と
看
傲
す
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
る
。

　
　
　
心
理
学
者
の
い
う
よ
う
な
厳
密
な
る
意
味
の
単
一
感
覚
と

　
　
　
は
、
学
問
上
分
析
の
結
果
と
し
て
仮
想
し
た
者
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
一

　
　
　
事
実
上
に
直
接
な
る
具
体
的
経
験
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

我
々
の
直
接
経
験
の
事
実
に
お
い
て
は
純
粋
感
覚
な
る
者

は
な
い
。
我
々
が
純
粋
感
覚
と
い
っ
て
い
る
者
も
す
で
に

簡
単
な
る
知
覚
で
あ
る
。
而
し
て
知
覚
は
、
い
か
に
簡
単

で
あ
っ
て
も
決
し
て
全
く
受
動
的
で
な
い
、
必
ず
能
動
的
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即
ち
構
成
的
要
素
を
含
ん
で
居
る
一
こ
の
事
は
空
間
的
知

　
　
　
覚
の
例
を
見
て
も
明
で
あ
る
。
一
聯
想
と
か
思
惟
と
か
複

　
　
　
雑
な
る
知
的
作
用
に
至
れ
ば
、
な
お
一
層
こ
の
方
面
が
明

　
　
　
瞭
と
な
る
：
・
。
聯
想
と
思
惟
と
の
問
に
は
た
だ
程
度
の

　
　
　
差
あ
る
の
み
で
あ
る
。
元
来
我
々
の
意
識
現
象
を
知
情
意

　
　
　
と
分
か
つ
の
は
学
問
上
の
便
宜
に
由
る
の
で
、
実
地
に
お

　
　
　
い
て
は
三
種
の
現
象
あ
る
の
で
は
な
く
、
意
識
現
象
は
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㏄
一

　
　
　
て
こ
の
方
面
を
具
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
：
・
。

純
粋
経
験
は
無
意
味
な
感
覚
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
、

西
田
自
身
が
純
粋
経
験
の
例
と
し
て
持
ち
出
し
た
断
岸
を
撃
じ
登
る
時
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
い
い
。
人
問
が
絶
壁
を
よ
じ
登
る
行
動
の
中
に
複
雑
な

志
向
性
と
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
登
る
人
は
手
で
つ
か
む
岩
や
足
を
の

せ
る
と
こ
ろ
の
硬
さ
や
安
定
度
を
計
り
、
い
く
つ
か
先
の
動
き
ま
で
頭
の

中
で
計
算
す
る
。
こ
の
時
、
現
在
の
意
識
が
過
去
の
意
識
と
関
係
し
、
意

味
・
思
惟
・
判
断
・
意
思
も
あ
る
。
西
田
は
「
現
在
の
統
一
を
離
れ
て
他

の
意
識
と
関
係
す
る
時
」
は
も
は
や
純
粋
経
験
で
な
い
と
い
う
が
、
そ
の

意
味
は
、
現
在
と
過
去
を
関
係
付
け
る
作
用
が
「
意
識
上
に
現
わ
れ
」
る

時
は
統
一
が
既
に
破
ら
れ
て
お
り
、
関
連
付
け
が
無
意
識
的
に
行
わ
れ
る

時
は
統
一
が
ま
も
ら
れ
て
い
る
。
何
か
の
行
動
に
お
い
て
人
が
熟
練
す
る

と
、
そ
の
動
作
は
「
無
意
識
」
的
に
行
わ
れ
、
統
一
が
破
ら
れ
な
い
と
い

　
　
　
　
　
一
研
一

う
こ
と
で
あ
る
。

　
実
は
、
凡
て
の
経
験
が
何
等
か
の
体
系
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
、
意

味
を
も
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
が
単
独
で
、
他
と
関

係
を
も
た
な
い
で
現
じ
て
は
消
え
る
の
で
は
な
い
。
結
局
、
純
粋
経
験
に

は
思
惟
も
含
ま
れ
、
知
情
意
の
三
契
機
が
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
宮
一

理
的
に
は
思
惟
と
経
験
の
差
別
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
」
思
惟
と
経
験
と

の
問
に
は
相
対
的
な
差
異
だ
け
あ
り
、
絶
対
的
区
別
は
な
、
㎞
、
。
従
っ
て
、

知
覚
は
構
成
的
な
作
用
で
あ
り
、
体
系
的
な
作
用
で
あ
る
。
純
粋
経
験
と

普
通
の
知
覚
と
を
区
別
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
概
「
性
質
の
差
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
m
一

く
て
、
単
に
程
度
の
差
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

無
意
識
の
「
先
在
的
法
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
1
一

　
感
覚
の
背
後
に
は
潜
在
的
統
一
作
用
が
働
い
て
お
り
、
こ
の
作
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

よ
っ
て
「
経
験
は
自
ら
差
別
相
を
具
え
た
者
」
で
あ
る
。
ま
た
、
構
成
的

な
差
別
相
を
具
え
た
も
の
と
し
て
、
「
意
志
も
知
識
も
潜
在
的
或
者
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
一

系
的
発
展
と
看
傲
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
さ
て
、
こ
の
よ
う
に

経
験
や
思
惟
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
を
な
ら
し
め
て
い
る
「
潜
在
的
或
者
」

が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
「
或
者
」
に
つ
い
て
西
田

は
様
々
な
表
現
を
使
い
な
が
ら
最
終
的
に
は
こ
れ
を
「
神
」
と
す
る
。
し

か
し
こ
こ
で
は
そ
れ
以
前
の
レ
ベ
ル
の
説
明
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
純
粋
経
験
か
ら
聯
想
・
思
惟
・
知
覚
ま
で
あ
ら
ゆ
る
意
識
の
背
景
に
は

あ
る
無
意
識
的
統
一
作
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
意
識
が
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
意
識
の
原
始
的
状
態
で
あ
る
純
粋
経
験
に
し
て
も
、
純
粋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
μ
〕

経
験
か
ら
「
次
位
的
に
」
生
じ
る
「
反
省
的
思
惟
」
に
し
て
も
、
意
識
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
術
一

形
成
さ
れ
る
過
程
は
無
意
識
で
あ
る
。

　
　
　
主
観
的
統
一
作
用
は
常
に
無
意
識
で
あ
っ
て
、
統
一
の
対

　
　
　
象
と
な
る
者
が
意
識
内
容
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
思
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惟
に
つ
い
て
見
て
も
、
ま
た
意
志
に
つ
い
て
み
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
術
一

の
統
一
作
用
そ
の
者
は
い
つ
も
無
意
識
で
あ
る
。

真

　
　
　
：
・
我
々
の
精
神
現
象
は
単
に
観
念
の
連
続
で
な
い
、
必

　
　
　
ず
こ
れ
を
連
結
統
一
す
る
無
意
識
の
活
動
が
あ
っ
て
、
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
〕

　
　
　
め
て
精
神
現
象
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
に
お
い
て
思
惟
が
不
統
一
の
状
態
の
現
れ
で
あ
る
と
述
べ
た

こ
と
を
繰
り
返
す
形
で
西
田
は
、
思
惟
が
自
由
に
活
動
す
る
時
こ
れ
は
「
殆

ど
無
意
識
的
注
意
の
下
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
意
識
的
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
柵
一

の
は
か
え
っ
て
こ
の
進
行
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
西
田
は
時
に
は
表
面
的
な
意
識
（
あ
る
い
は
意
識
の
表
面
）
が
す
べ
て

で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
、
「
直
接
」
に
与
え
ら
れ
る
以
外
の
も

の
を
「
抽
象
概
念
」
と
片
付
け
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
箇
所
も
そ

う
で
あ
る
。

　
　
　
実
在
と
は
た
だ
我
々
の
意
識
現
象
即
ち
直
接
経
験
の
事
実

　
　
　
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
外
に
実
在
と
い
う
の
は
思
惟
の

　
　
　
要
求
よ
り
い
で
た
る
仮
定
に
す
ぎ
な
い
。
・
：
こ
れ
ら
の

　
　
　
仮
定
は
、
つ
ま
り
思
惟
が
直
接
経
験
の
事
実
を
系
統
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
9
〕

　
　
　
組
織
す
る
た
め
に
起
こ
っ
た
抽
象
的
概
念
で
あ
る
。

実
在
と
は
現
在
の
経
験
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
験
よ
り
抽
象

さ
れ
る
観
念
な
ど
は
た
だ
便
宜
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
実
在

性
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
、
西
田
は
そ
の

一
方
で
は
、
意
識
さ
れ
な
い
が
意
識
を
成
立
せ
し
め
る
理
性
的
な
原
理
の

存
在
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
無
意
識
」
と
か
「
内
面
的

性
質
L
と
か
「
先
在
的
法
則
」
と
か
ζ
言
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　
聯
想
ま
た
は
記
憶
の
如
き
意
識
作
用
も
全
然
聯
想
の
法
則

　
　
　
と
い
う
が
如
き
外
界
の
事
情
よ
り
支
配
せ
ら
る
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
0
〕

　
　
　
な
い
、
各
人
の
内
面
的
性
質
が
そ
の
主
動
力
で
あ
る
：
・
。

　
　
　
経
験
学
派
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
由
る
と
、
我
々
の
意
識

は
凡
て
外
物
の
作
用
に
由
り
て
発
達
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
い
か
に
外
物
が
働
く
に
し
て
も
、
内
に
こ

れ
に
応
ず
る
先
在
的
性
質
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
意
識
現
象

を
生
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
い
か
に
外
よ
り
培
養
す
る

も
、
種
子
に
発
生
の
力
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
植
物
が
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

せ
ぬ
と
同
様
で
あ
る
。
固
よ
り
反
対
に
種
子
の
み
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
田
一

て
も
植
物
は
発
生
せ
ぬ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　
：
・
観
念
の
分
析
総
合
に
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
先
在
的

　
　
　
法
則
な
る
者
が
あ
っ
て
、
勝
手
に
で
き
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
：
・
た
だ
観
念
成
立
の
先
在
的
法
則
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
脱
）

　
　
　
：
・
選
択
の
自
由
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

意
識
の
根
底
に
は
無
意
識
的
に
作
用
す
る
先
天
的
な
構
造
が
最
初
か
ら
具

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
時
問
と
感
覚
を
与
え
ら
れ
て
も
連
想
や
記

憶
な
ど
の
作
用
は
永
遠
に
生
じ
得
な
い
。
潜
在
・
先
在
的
な
認
識
構
造
が

あ
っ
て
初
め
て
意
識
が
可
能
と
な
り
、
ば
ら
ば
ら
な
感
覚
が
意
味
を
も
っ

も
の
と
し
て
統
一
さ
れ
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
そ
も
そ
も
意
識
を
形
成
す
る
原
理
が
意
識
上
に
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あ
る
か
、
そ
れ
と
も
意
識
下
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
善
の

研
究
』
を
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
意
識
の
原
理
は
意
識
下
の
潜
在
的
な

も
の
、
つ
ま
り
無
意
識
的
な
も
の
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
す

る
と
、
そ
の
よ
う
な
「
無
意
識
」
や
「
観
念
成
立
の
先
在
的
法
則
」
を
想

定
す
る
こ
と
自
体
は
「
直
接
経
験
の
事
実
を
系
統
的
に
組
織
す
る
た
め
に

起
こ
っ
た
抽
象
的
概
念
」
と
い
う
西
田
自
身
の
言
葉
に
当
た
り
は
し
な
い

か
、
と
い
う
問
題
が
起
き
て
く
る
。
西
田
が
無
意
識
的
な
「
潜
在
的
或
者
」

を
認
め
た
と
こ
ろ
に
、
何
が
「
直
接
的
」
で
あ
る
か
あ
る
い
は
「
抽
象
的
」

で
あ
る
か
を
巡
っ
て
、
『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
存
在
の
基
準
の
暖
昧
さ

が
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
物
的
世
界
の
原
理
と
精
神
の
原
理
と
が
同
一
の
理
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
物
事
に
対
す
る
我
々
の
理
解
の
可
能
性
が
根
拠
を

得
る
と
と
も
に
、
各
個
人
を
連
合
さ
せ
る
巨
零
旨
σ
冨
芽
①
客
観
性
が
成

り
立
つ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
理
と
は
万
物
の
統
一
力
で
あ
っ
て
兼
ね
て
ま
た
意
識

　
　
　
内
面
の
統
一
力
で
あ
る
、
理
は
物
や
心
に
由
っ
て
所
持
せ

　
　
　
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
理
が
物
心
を
成
立
せ
し
む
る
の
で

　
　
　
る
。
理
は
独
立
自
存
で
あ
っ
て
、
時
間
、
空
間
、
人
に
由
っ

　
　
　
て
異
な
る
こ
と
な
く
顕
滅
用
不
用
に
由
り
て
変
ぜ
ざ
る
者

　
　
　
　
　
一
馳
一

　
　
　
で
あ
る
。
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理

　
へ
ー
ゲ
ル
に
倣
っ
て
、
西
田
は
実
在
が
理
性
的
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は

い
わ
ゆ
る
「
偶
然
性
」
を
知
識
の
不
足
と
看
倣
し
、
物
事
の
起
源
に
は
充

分
な
理
由
が
必
ず
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
へ
ー
ゲ
ル
は
何
で
も
理
性
的
な
る
者
は
実
在
で
あ
っ
て
実

　
　
　
在
は
必
ず
理
性
的
な
る
者
で
あ
る
と
い
っ
た
。
こ
の
語
は

　
　
　
：
・
見
方
に
由
っ
て
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
真
理
で
あ
る
。

　
　
　
宇
宙
の
現
象
は
い
か
に
些
細
な
る
者
で
あ
っ
て
も
、
決
し

　
　
　
て
偶
然
に
起
こ
り
前
後
に
全
く
何
ら
の
関
係
を
も
た
ぬ
も

　
　
　
の
は
な
い
。
必
ず
起
こ
。
る
べ
き
理
由
を
具
し
て
起
こ
る
の

　
　
　
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
を
偶
然
と
見
る
の
は
単
に
知
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
3
一

　
　
　
不
足
よ
り
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
：
・
客
観
的
世
界
の
統
一
力
と
主
観
的
意
識
の
統
一
力
と

　
　
　
は
同
一
で
あ
る
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
客
観
的
世
界
も
意
識
も

　
　
　
同
一
の
理
に
由
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
人

　
　
　
は
自
己
の
中
に
あ
る
理
に
由
っ
て
宇
宙
成
立
の
原
理
を
理

　
　
　
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
我
々
の
意
識
の

　
　
　
統
一
と
異
な
っ
た
世
界
が
あ
る
と
す
る
も
、
此
の
如
き
世

　
　
　
界
は
我
々
と
全
然
没
交
渉
の
世
界
で
あ
る
。
荷
も
我
々
の

　
　
　
知
り
得
る
、
理
会
し
得
る
世
界
は
我
々
の
意
識
と
同
一
の

　
　
　
統
一
力
の
下
に
立
た
ね
ば
な
ら
娠
、
。

こ
の
よ
う
に
、
西
田
は
認
識
の
法
則
を
物
質
の
法
則
と
同
一
視
し
、
「
理
」

を
物
心
の
共
通
の
「
統
一
力
」
と
考
え
た
。

　
あ
る
箇
所
で
は
、
西
田
は
「
我
々
は
自
己
の
意
志
を
通
し
て
幽
玄
な
る

自
然
の
真
意
義
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
榔
ヤ
他
の
箇
所
で



は
逆
に
、
理
は
意
識
の
対
象
と
し
て
補
足
さ
れ
な
い
と
い
う
。

　
　
　
理
其
者
は
創
作
的
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
れ
に
な
り
き
り

　
　
　
こ
れ
に
即
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
意
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帥
一

　
　
　
対
象
と
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

直
覚
の
根
本
原
理
で
あ
る
と
こ
ろ
の
理
は
意
識
の
対
象
と
な
ら
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
跳
一

で
、
「
説
明
は
で
き
ぬ
」
も
の
と
さ
れ
る
。
尚
、
理
と
意
思
と
の
関
係
に

つ
い
て
究
明
を
要
求
す
る
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
或
る
箇
所
で
は
思
惟
に

自
ら
の
法
則
が
あ
っ
て
こ
れ
ら
は
意
志
に
従
わ
な
い
と
い
わ
れ
る
棉
、
、
別

の
と
こ
ろ
で
は
反
対
に
「
理
性
の
法
則
は
結
局
の
と
こ
ろ
意
志
の
傾
向
を

　
　
　
　
　
一
9
0
一

根
底
と
す
る
」
と
い
わ
れ
る
。

ま
だ
残
る
先
天
的
知
識
の
問
題

　
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
と
い
う
明
治
三
十
年
の
論
文
の
中
で
西

田
は
、
先
天
的
知
識
の
存
在
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
挙
げ
、

ま
た
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
彼
は

先
天
的
知
識
を
「
経
験
の
臼
罵
ρ
冨
昌
目
な
る
ω
着
旨
①
ω
巨
轟
曽
葦
身

に
本
づ
い
て
凡
て
の
智
識
に
於
て
軍
巨
骨
印
窃
ω
竃
巳
な
る
者
な
り
」
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
善
の
研
究
』
の
段
階
に
な
る
と
、
西
田
は
「
先
天

智
識
」
と
い
う
表
現
を
用
い
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
似
た
表
現

が
幾
っ
か
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
例
え
ば
意
識
の
「
先
在
的
性
質
」

や
「
観
念
成
立
の
先
在
的
法
則
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
物
心
の
共
通
の
原

理
と
し
て
語
ら
れ
る
「
理
」
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
に
示
さ
れ

る
も
の
は
、
意
識
の
根
底
に
潜
む
無
意
識
な
る
「
潜
在
的
或
者
」
の
性
質

で
あ
る
。

　
で
は
、
茜
田
は
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
「
先
天
智
識
」
と
い
う
表
現

を
使
う
こ
と
を
や
め
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
上
村
武
男
氏
も
示
唆
し

た
よ
う
に
、
そ
れ
は
西
田
は
「
実
在
」
の
課
題
と
し
て
彼
の
純
粋
経
験
の

立
場
を
語
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
西
田
白
身
は

後
に
な
っ
て
『
善
の
研
究
』
を
「
意
識
の
立
場
で
あ
り
、
心
理
主
義
的
と

　
　
　
　
　
　
一
引
一

も
考
え
ら
れ
る
」
と
反
省
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
善
の
研
究
』
を
著

し
た
当
時
に
し
て
は
、
主
体
の
方
に
偏
る
「
智
識
」
と
い
う
表
現
を
や
め
、

そ
の
代
わ
り
に
「
性
質
」
・
「
法
則
」
・
「
理
」
な
ど
の
よ
り
中
立
的
を
表
現

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
既
に
心
理
主
義
的
傾
向
を
戒
め
て
い
た

と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
西
田
は
認
識
の
「
先
在
的
性
質
」
や
「
先
在

的
法
則
」
の
存
在
を
主
張
す
る
が
、
そ
う
い
っ
た
法
則
の
中
に
何
が
実
際

に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
説
明
を
し
な
い
。
時
間
や
空
問
と

い
っ
た
よ
う
な
「
形
式
」
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
、
或
い
は
知
覚
・

連
想
・
記
憶
・
抽
象
的
な
思
惟
に
お
け
る
具
体
的
な
仕
組
み
や
法
則
に
つ

い
て
は
立
ち
入
っ
た
言
及
は
な
い
。
た
だ
、
先
在
的
・
先
天
的
な
仕
組
み

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
先

天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
カ
ン
ト
に
沿
っ
た
よ
う

な
よ
り
詳
細
な
分
析
は
、
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
よ
り
大
ま
か
な
形

で
存
在
論
的
・
形
而
上
学
的
な
レ
ベ
ル
で
、
或
い
は
へ
ー
ゲ
ル
を
連
想
さ

せ
る
世
界
発
展
史
の
観
点
か
ら
扱
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
精
神
の
原
理
は
最

終
的
に
「
説
明
で
き
ぬ
」
神
秘
的
な
べ
ー
ル
に
覆
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
と
『
善
の
研
究
』
と
の
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間
に
矛
盾
が
な
い
に
せ
よ
、
西
田
の
関
心
や
物
事
を
考
え
る
上
で
の
立
脚

地
に
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と

し
て
も
、
先
天
的
知
識
の
問
題
が
な
く
な
っ
た
と
か
解
決
さ
れ
た
と
か
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
の
経
験
を
実
際
に
可
能
に
し
、
ま
た
そ
れ
を

形
づ
く
る
先
天
的
な
構
成
要
素
の
有
無
や
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
い
う
問

題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
経
験
が
時
間
や
空
問
「
以
上
」
の
も
の

で
あ
る
と
し
て
も
、
経
験
が
具
体
的
に
展
開
す
る
に
つ
れ
て
、
意
識
は
時

間
や
空
問
な
ど
の
先
験
的
な
形
式
を
内
か
ら
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
知

覚
・
思
惟
・
そ
の
他
の
一
切
の
認
識
作
用
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
ら
を
可
能

に
す
る
先
天
的
能
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
『
善
の
研
究
』
で
は
結
局
、

西
田
は
人
間
の
認
識
に
先
天
的
な
構
造
が
あ
る
と
は
認
め
る
も
の
の
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
な
い
。
純
粋
経
験
に
内
在
す

る
空
問
の
形
式
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、

理
性
の
先
天
的
論
理
を
特
徴
付
け
る
の
に
カ
ン
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
が
十

分
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
問
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
知
覚
な

ど
が
「
体
系
的
」
な
作
用
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
「
体
系
」

の
先
天
的
な
要
素
及
び
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
記
述
は
あ
ま
り
な
い
。
以
前
の
経
験
が
如
何
に
保
存
・
記
憶
さ
れ
、

ま
た
現
在
の
意
識
に
働
き
か
け
る
の
か
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
「
無
意
識
」
な
ど
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か

で
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
純
粋
経
験
の
立
場
に
立
っ
て
み
て
も
、
先
天
的
知
識
は

避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
を
定
義
す
る
の
に

「
先
天
智
識
の
有
無
を
論
ず
」
と
い
う
論
文
の
方
が
『
善
の
研
究
』
に
勝

り
、
西
田
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
ど
の
程
度
の
理
解
を
も
っ
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
を
知
る
上
で
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
二
つ
の

著
作
を
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
々
知
識
論
の
課
題
で
あ
っ

た
先
天
的
知
識
の
問
題
が
如
何
に
存
在
論
的
な
課
題
に
置
き
換
え
ら
れ
た

か
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
先
天
的
知
識
の
具
体
的
な

内
容
と
い
う
問
題
が
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

1
）
　
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
三
巻
。
東
京
一
岩
波
書
店
、
岩
塞
。

　
　
8
－
曽
頁
。
以
下
で
は
「
×
昌
、
＃
秤
」
と
い
う
形
で
こ
の
論
文
に
お

　
　
け
る
頁
を
記
す
。

2
）
×
日
．
震

3
）
曽
F
竃

4
）
＊
昌
．
①
ω
－
震

5
）
＊
昌
．
ヨ

6
）
×
目
．
雪

7
）
×
目
．
雰

8
）
×
目
．
3

9
）
×
目
－
雷

1
0
）
属
目
．
竃

u
）
×
■
H
．
雪

1
2
）
×
昌
．
①
c
0

1
3
）
＊
目
．
①
o
0

1
4
）
＊
昌
．
①
o
0

1
5
）
×
昌
1
①
o
o

50



蝸
）
×
目
H
I
①
o
o

〃
）
×
自
H
．
べ
H

㎎
）
×
目
H
1
⑦
⑩

㎎
）
×
目
H
I
ひ
⑩

2
0
一
×
目
一
8

2
1
）
H
昌
§
昌
9
丙
曽
戸
内
ユ
薫
痔
『
勾
9
自
實
＜
①
；
昌
芦
N
昌
頁
参
照
。

　
　
日
本
語
訳
に
は
岩
波
文
庫
の
篠
田
英
雄
訳
『
純
粋
理
性
批
判
』
な
ど

　
　
が
あ
り
、
原
版
に
お
け
る
ぺ
i
ジ
ナ
ン
バ
ー
が
合
わ
せ
て
記
さ
れ
て

　
　
い
る
。

2
2
一
実
体
の
常
住
不
変
性
な
ど
の
経
験
の
類
推
に
つ
い
て
、
『
純
粋
理
性

　
　
批
判
』
曽
o
。
頁
一
原
版
に
お
け
る
頁
一
以
降
参
照
。

鵬
）
×
H
H
－
．
べ
－

2
4
）
×
目
．
胃
。
こ
の
引
用
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
（
緒

　
　
言
、
H
頁
一
に
て
く
る
有
名
な
箇
所
で
、
篠
田
英
雄
の
訳
で
は
次
の

　
　
通
り
一
「
し
か
し
我
々
の
認
識
が
す
べ
て
経
験
を
も
っ
て
始
ま
る
に

　
　
し
て
も
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
我
々
の
認
識
が
必
ず
し
も
す
べ
て

　
　
経
験
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
い
。
」

2
5
一
×
昌
．
呂

2
6
）
×
目
H
．
①
り

2
7
）
×
自
H
ー
べ
－

2
8
一
上
村
武
男
『
西
田
幾
多
郎
－
過
程
す
る
球
体
』
。
東
京
一
行
路
杜
、

　
　
H
鵠
o
。
。
塞
頁
。

2
9
）
上
村
武
男
、
前
掲
、
窪
頁
。

3
0
）
上
村
武
男
、
前
掲
、
墨
頁
。

3
1
）
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
。
東
京
一
岩
波
書
店
、
H
雷
o
。
。
。
N
頁
。

　
　
一
以
降
、
「
一
N
．
韓
一
」
と
い
う
形
の
注
は
、
岩
波
文
庫
の
『
善
の

　
　
研
究
』
の
頁
数
を
指
す
。
一

3
2
一
N
I
崖

3
3
一
N
」
㎝

3
4
）
N
．
ぎ

3
5
一
N
．
忘

3
6
）
N
一
鵠

帥
）
ド
ω
㎝
1
ω
①

3
8
一
N
．
S

3
9
）
N
．
H
零

4
0
）
N
．
轟

4
ユ
一
N
．
竃
㎝

4
2
）
N
．
轟
㎝

4
3
）
N
一
轟
o

4
4
）
N
』
竃
－
ω
ω
参
照
。

4
5
）
N
．
轟
ω

4
6
一
N
I
H
ω

4
7
）
N
I
お
。
N
l
H
ω
’
違
－
鶉
な
ど
も
参
照
。

4
8
）
N
，
H
ω
。
「
自
己
の
細
工
を
棄
て
て
」
と
い
う
表
現
も
使
わ
れ
る
。

4
9
）
N
。
崖
。
ま
た
N
．
ω
o
で
は
、
純
粋
経
験
は
「
他
に
関
係
な
く
：
・
何
ら

　
　
の
意
味
も
持
た
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。

5
0
）
N
．
H
ω

5
ユ
）
N
．
H
ω

5ユ
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ト
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ω
ω
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参
昭
一
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o
o
H

7
6
）
N
H
o
o

7
7
一
N
H
o
H

7
8
）
N
ー
ミ

7
9
）
N
．
竃

8
0
）
N
．
o
．
H

8
ユ
一
N
．
o
．
N

8
2
）
N
I
H
竈

8
3
）
N
．
。
。
。
。

8
4
）
N
竃

8
5
）
N
温

8
6
）
N
H
零

8
7
）
N
8

8
8
一
N
㎝
o

8
9
一
N
ミ

9
0
）
N
お

9
ユ
）
N
①
。
こ
れ
は
昭
和
十
一
年
二
九
三
六
年
一
の
「
版
を
新
に
す
る

　
　
　
に
当
っ
て
」
の
な
か
で
西
田
が
述
べ
た
こ
と
。

（
ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
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学
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学
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学
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想
研
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科
在
学
中
）

52


